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町の決算を認定一一一一・一一・

・一・一・一・一一総額1億9手9百万円

松代町の一般会計、国民健康保険事業特別会計、国民健康保険診療施設（

直営診療所）特別会計、簡易水道事業特別会計ゐ四つの会計の昭和38年度

の決算が9月16、17日の2日間にわたり、定例町議会において次のよう

に決算認定されました。

　　　　＜歳入の概要＞
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科　 目

税
税
金
金
金
他
計

　
付
出
出

　
交
支
　
入
の

町
纏
影
そ
合

、予算額

　　円34，255，950

73ン187，300

5，115，860

3，536，388

14，947，600

23，137，226

154，180，524

決　　算　　額
金　　額
　　円36，130，556

75，379，000

5，068，503

3，698，400

14，947，600

23，796，653

159，020，712

総額に対する比

　　％22．7

47．4

3．2

2．3

9．4：

15．0

100

比　 較

　　鵯円
1，874，606

2，191，700

△4：7，357

162，012

659，427

4，840，388

11》

歳出

事鰻

46，552梱
39．1錫

＜歳出の概要＞

　．・●へ・○㌧“：

127，400糧　　　’

款 科　　　目 予　算　額
決　　　　算

金　　　　額 　韻総額に対すろ比
残　　　額

2． 役場　費 　　円25，494，540 　　円24，850，256
　％
17．1 　円64：4：，284

4：． 土木　費 14，596，746 12，231，630 8．4 2，365，116

5． 教育　費 30，224，363 29，347，344 20．2 877，019

8． 産業経済費 15，425，517 14，761，632 10．2 663，885

9． 財　産費 10，888，950 10，834，743 7．5 54，207

13． 諸支出金 34，899，430 33，422，549 23．0 1，476，881

そ　の　他 22，650，778 19，628，043 13．6 3，022，735

合　　計 154，180，324 145，076，197 100 9，104，127

昭和39年10月10日発行

　第105号
東頸城郡松代町公民館

館長富沢清…欠
電話松代6番
印刷　松代印刷所
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松
代
町
教
育
委
員
会
の

　
　
　
　
委
員
再
任
さ
る

　
去
る
九
月
の
定
例
町
議
会
は
前
記
決

算
を
含
め
て
各
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
人
選
を
協
議
、
二
日
間
に
わ
た
る
日

程
を
終
了
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
九
月
末

を
も
っ
て
任
期
満
了
で
あ
る
松
代
町
教

育
委
員
の
五
名
中
二
名
を
再
任
す
る
こ

と
に
満
場
一
致
可
決
し
、
山
積
す
る
松

代
町
の
教
育
行
政
の
万
全
を
は
か
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
再
び
選
任
さ
れ
た
委
員
は
左
記
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
　
富
沢
清
次
　
　
（
小
荒
戸
）

　
　
佐
藤
行
男
　
　
（
室
　
野
）

　
爾
右
の
委
員
の
任
期
は
四
年
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
選
挙
管
理
委
員
も
再
任

　
つ
父
い
て
同
じ
く
任
期
満
了
中
の
松

代
町
の
選
挙
管
理
委
員
も
、
選
出
認
定

を
う
け
左
記
の
と
お
り
再
任
さ
れ
た
。

こ
れ
も
任
期
は
四
年
で
あ
る
。

　
正
員
柳
善
吉
（
太
平
）

　
　
　
　
　
斉
藤
　
久
雄
（
田
之
倉
）

　
　
　
　
　
柳
与
平
次
（
犬
伏
）

　
　
　
　
　
若
山
　
新
作
，
（
室
野
）

　
又
、
右
正
員
事
故
あ
る
場
合
の
補
充

員
も
同
じ
く
審
議
さ
れ
決
定
を
み
た
。

　
補
充
員
　
関
谷
徳
一
郎
（
松
代
）

　
　
　
　
　
小
野
島
力
三
郎
（
会
沢
）

　
　
　
　
　
柳
　
　
徳
雄
（
小
池
）

　
　
　
　
　
小
堺
　
福
平
（
室
野
）

＝＝老人の福祉に＝：

健康診断はじまる

と
に
し
た
。

て
左
記
の
要
領
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

L
期
　
日
　
　
十
月
中

2。

対
象
者
　
　
六
十
五
才
以
上

　
　
　
　
　
　
（
三
百
名
）

傷
方
　
法

　
最
近
盛
ん
に
老
人
の
福

祉
間
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
国
で
も
こ
の
こ

と
を
間
題
に
し
、
昨
年
度

老
人
福
祉
法
を
設
定
、
老

人
の
健
康
管
理
を
含
め
て

義
務
付
け
を
制
定
し
た
。

　
松
代
町
で
も
こ
の
法
令

に
の
っ
と
り
六
十
五
才
以

上
の
老
人
に
毎
年
一
回
町

費
に
て
健
康
診
断
を
行
な

う
こ
と
に
な
り
三
ケ
年
計

画
で
全
町
実
施
と
い
う
こ

本
年
度
は
第
二
年
目
と
し

　
△
松
代
、
小
荒
戸
、
太
平
、
菅
刈
、

　
　
田
沢
　
　
　
（
県
立
松
代
病
院
で
）

　
△
犬
伏
、
孟
地
、
滝
沢
、
片
桐
山
、

　
　
苧
島
、
中
子
、
東
山
、
海
老

　
　
　
　
　
　
（
孟
地
小
学
校
で
）

　
△
清
水
、
会
沢
、
桐
山
、
蓬
平

　
　
　
　
　
　
（
清
水
小
学
校
で
）

　
尚
町
内
で
の
該
当
者
は
全
員
で
千
五

十
名
で
あ
る
が
、
本
年
度
実
施
分
は
前

記
地
区
と
し
て
三
百
名
を
対
象
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
該
当
者
は
定
め
ら
れ
た

日
程
に
す
』
ん
で
受
け
ら
れ
る
様
、
係

で
は
要
望
し
て
い
る
。

　
又
老
人
福
祉
法
は
、
老
人
の
福
祉
に

関
す
る
原
則
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

あ
り
、
老
人
の
心
身
の
健
康
の
保
持
及

び
生
活
の
安
定
の
た
め
に
必
要
な
措
置

を
図
か
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
法
で
あ

り
、
健
康
診
査
、
施
設
の
充
実
な
ど
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

』
＝
＝
＝
一
＝
鱒
＝
”
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
”
＝
一
＝
＝
＝
順
＝
＝
＝

…
各
地
の
農
道
工
事
進
む
…

　
農
業
構
造
改
善
の
一
つ
の
分
野
で
あ

る
農
道
の
確
保
か
、
そ
の
必
要
性
と
地

域
住
民
の
強
い
要
望
と
に
よ
っ
て
大
き

な
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
当
町
に
お
い

・
て
も
早
く
か
ら
、
そ
の
問
題
を
取
上
げ

町
内
各
地
の
農
道
の
充
実
を
図
っ
て
来

た
が
、
本
年
度
も
五
本
の
農
道
工
事
の

完
成
を
見
る
に
至
っ
た
。
音
も
高
く
耕

転
機
の
通
る
農
道
の
、
新
し
い
土
を
見

な
が
ら
地
域
の
人
達
が
喜
び
に
湧
き
か

え
る
状
況
か
随
所
に
見
受
け
ら
れ
た
。

　
こ
の
こ
と
は
た
父
今
年
だ
け
の
計
画

に
止
ま
ら
ず
、
継
続
的
に
計
画
さ
れ
る

こ
と
を
望
む
声
が
大
で
あ
る
。

　
爾
本
年
度
完
成
さ
れ
た
農
道
は
下
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

完成された清水農道（上）と　　　　　　表　　石画’るふ見耕

　　砂利入れ作業（下）

　　　　　　　　　昭和39年度完成農道明細

字　名 長　　さ 巾 工　事　費 備　考

円

峠 430解 3 1，737，000 県　単

清　水 538 4 2，359，000 県　単

蓬平 470の内210 3 700，000 町　単

会　沢 206 4 381，000 町　単

儀　明 468 3 231，000 町　単

尭
．
．
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t
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族
等
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
援
護
法
の
一
部
が
改
正
t
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
去
る
十
月
一
日
よ
り
左
記
の
通
り
戦
二
一
、
死
亡
に
つ
い
て
公
務
性
の
立
証
が
…

傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
一
皿
　
困
難
な
軍
人
、
軍
属
の
遺
族
に
対
し
…

部
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。
心
あ
た
り
…
　
遺
族
｝
時
金
を
支
給
す
る
。
　
　
　
　
㎜

の
人
は
よ
く
お
読
み
に
な
り
不
審
の
点
…
　
　
公
務
に
併
発
し
た
傷
病
に
よ
り
退
…

が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
厚
生
係
ま
で
お
｝
　
職
後
二
年
以
内
に
死
亡
し
た
軍
人
軍
…

越
し
く
だ
さ
い
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
属
の
遺
族
に
対
し
一
時
金
の
支
給
。
　
…

　
　
世
話
関
係
事
務
連
絡
　
　
　
　
　
　
一
　
た
父
し
、
故
意
若
し
く
は
重
大
な
過
一
、

　
改
正
さ
れ
た
主
な
事
業
は
　
　
　
　
｝
　
失
に
よ
る
負
傷
疾
病
又
は
当
該
在
職
一

一
、
軍
人
、
軍
属
に
対
す
る
公
務
傷
病
｝
　
期
間
経
過
後
に
発
し
た
負
傷
若
し
く
｝

　
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。
　
　
　
｝
　
は
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
こ
と
が
明
皿

　
　
日
華
事
変
及
び
大
東
亜
戦
争
中
の
…
　
ら
か
な
場
合
は
除
く
。
　
　
　
　
　
　
…

　
戦
地
、
事
変
地
勤
務
に
お
い
て
、
疾
コ
ニ
、
遺
族
年
金
の
支
給
の
特
例
　
　
　
…

　
病
又
は
死
亡
し
た
軍
人
、
軍
属
と
遺
｝
　
　
軍
人
軍
属
準
軍
属
の
死
亡
当
時
の
…

　
族
に
対
し
年
金
を
給
す
る
こ
と
。
　
一
　
配
偶
者
の
う
ち
旧
恩
給
法
の
特
例
施
一

行
の
日
（
昭
和
二
十
一
年
二
月
一
日
）

以
後
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
九

日
以
前
に
離
婚
し
、
再
婚
に
よ
り
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

者
に
も
支
給
す
る
。

尚
恩
給
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
も

十
月
一
日
よ
り
実
施
に
な
り

一
、
傷
病
年
金
受
給
者
に
対
す
る
妻
の

　
加
給

二
、
加
算
恩
給
関
係
の
変
更

　
　
各
地
別
、
外
国
特
殊
機
関
の
在
職

　
年
期
間
の
算
入
な
ど
の
変
更

　
又
こ
れ
を
申
請
す
る
場
合
は
軍
歴
調

　
査
票
を
提
出

等
で
あ
る
。

　
又
重
度
精
神
薄
弱
扶
養
手
当
法
も
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
詳
細
は
係
に

間
い
合
せ
を
希
望
し
て
る
。

松
代
町
主
催

敬
老
会
開
か
る

　
秋
晴
れ
の
九
月
十
四
日
、
松
代
町
の

主
催
で
高
令
者
の
敬
老
会
が
盛
大
に
挙

行
さ
れ
光
。

　
こ
の
日
会
場
の
松
代
部
落
事
務
所
に

は
開
会
十
時
三
十
分
を
待
ち
き
れ
ず
、

朝
早
く
か
ら
姿
を
見
せ
た
老
人
も
い
る

程
だ
っ
た
。
八
十
五
才
以
上
の
人
は
町

内
三
十
八
名
、
う
ち
十
七
名
の
参
加
を

見
、
県
知
事
代
理
出
席
の
も
と
町
長
初

め
郡
福
祉
事
務
所
長
、
町
議
会
議
長
、

教
育
長
、
主
催
者
側
と
し
て
助
役
、
収

入
役
、
社
会
課
長
各
列
席
す
る
う
ち
に

町
長
挨
拶
、
知
事
祝
辞
及
び
祝
品
伝
達

（
知
事
代
理
）
来
賓
祝
辞
、
町
よ
り
祝

状
贈
呈
が
行
な
わ
れ
た
。

　
後
昼
食
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
の
時

間
に
入
り
、
町
役
場
女
子
職
員
の
舞
う

華
麗
な
る
数
々
の
踊
り
に
日
頃
の
歳
も

忘
れ
が
ち
で
、
お
も
わ
ず
飛
び
入
り
も

出
る
と
い
う
盛
況
で
主
催
者
を
喜
ば
せ

た
。

　
又
当
日
知
事
及
び
町
よ
り
祝
品
を
送

ら
れ
た
人
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
満
九
十
才
　
　
（
県
知
事
よ
り
）

　
　
　
井
上
　
コ
イ
　
　
（
寺
田
）

　
　
　
寺
崎
　
カ
ヤ
　
（
桐
山
）

　
　
満
八
十
五
才
（
町
よ
り
）

　
　
　
古
島
　
ソ
ヨ
　
　
　
外
七
名

　
尚
八
十
五
才
以
上
の
該
当
者
全
員
に

町
か
ら
祝
品
が
贈
ら
れ
た
。

た
い
今
年
も
又
収
穫
時
を
終
え
て

　
・
出
稼
の
季
節
が
や
っ
て
来
た
。

し
｛
年
々
変
る
農
村
状
態
と
相
ま
っ

　
　
や

ま
哩
て
出
稼
者
の
数
も
増
加
の
露

　
　
（
を
た
ど
っ
て
い
る
。
最
近
と
く

“
記

　
　
・
に
そ
の
中
に
秘
む
色
々
な
間
題

ま
蒜
大
き
く
浮
び
上
が
ぞ
来
た

ム
ロ
～
そ
こ
で
誰
も
が
間
題
視
し
、
誰

頑
脇
も
が
そ
の
対
策
を
考
え
て
い
る

、L

刀
～
こ
と
だ
ろ
う
が
、
そ
の
具
体
性

ぎ
魑
を
響
こ
と
が
出
来
な
い
現
状

稼
脚
鷲
齢
統
計
を
昭
和
三
＋
三

出
岬
年
に
比
較
し
て
み
る
と

L
出
稼
者
数

昭
和

　
三
十
八
年

そ
の
対
策
を
協
議
し
た
。
そ
し
て
な
る

べ
く
職
業
係
を
通
し
て
の
就
職
が
望
ま

し
い
と
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、
組
織
を

利
用
し
て
有
利
な
条
件
を
得
る
様
に
し

た
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
大
き
な
間
題
だ
け
に
今
後
の

対
策
と
方
法
が
注
視
さ
れ
て
い
る
。

昭
和

　
三
十
三
年

τ
四
八
二

閃

季
節
出
稼

年
間
出
稼

一
四
二
五

九
二
三

一
二
五
九

と
な
り
、
街
そ
の
内
訳
は

名
出
稼
先
別
職
業
順
位

　
①
土
工
　
③
工
員
　
⑧
酒
造
　
④
雑

　
役
　
⑤
炭
鉱
　
⑥
染
色
　
そ
の
他

よ
出
稼
収
入
状
況

　
二
万
～
三
万
円
　
　
　
　
九
六
名

　
三
万
円
以
上
　
　
　
　
二
二
八
七
名

　
　
　
　
　
　
　
（
町
職
業
係
調
べ
）

と
な
っ
て
い
る
。

全
国
的
に
み
て
も
有
数
の
出
稼
町
村
で

あ
る
当
町
で
も
、
諸
問
題
を
多
く
持
つ

こ
の
こ
と
を
放
置
出
来
な
い
と
し
、
先

に
出
稼
組
合
を
結
成
し
再
三
に
わ
た
り

　
　
し
ぶ
み
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

酒
の
座
の
饒
舌
悔
ゆ
る
夏
の
朝

風
原
し
箆
の
音
す
藁
屋
か
な

新
緑
下
若
き
車
掌
は
バ
ス
洗
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

汗
し
き
り
稲
熱
防
除
に
一
日
終
う

三
十
路
過
ぎ
て
妻
の
水
着
の
少
し
派
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徹
　
心

唐
キ
ビ
の
四
五
株
作
り
役
場
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

か
い
休
め
し
ば
し
ボ
ー
ト
は
波
ま
か
せ

道
崩
れ
徒
歩
の
道
路
や
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

南
無
薬
師
如
来
の
額
や
蝉
の
宮

湯
治
客
皆
の
所
望
の
冷
奴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

風
鈴
や
思
い
く
の
姿
勢
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

葛
の
蔓
道
に
伸
び
出
踏
ま
れ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



（些）

　
　
　
　
　
　
　
造
座

　
　
　
　
　
　
　
農
改

其の2

経

営
の

　
農
業
構
造
改
善
の
目
的
は
、
ほ
か
の

産
業
從
事
者
と
同
じ
生
活
が
営
め
る
よ

う
に
経
営
の
仕
く
み
を
変
え
て
行
く
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
立
経

営
と
協
業
経
営
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る

　
自
立
経
営
と
い
う
の
は
、
夫
婦
と
子

供
を
中
心
と
し
た
家
族
が
年
間
通
し
て

普
通
に
彷
け
る
よ
う
な
経
営
で
都
会
な

み
の
生
活
が
出
来
る
状
態
を
い
う
の
で

現
在
で
は
大
体
一
町
五
反
（
粗
収
入
六

十
万
円
）
く
ら
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

将
来
ほ
か
の
産
業
の
収
入
が
増
し
て
来

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
年

後
は
二
町
五
反
（
粗
収
入
百
万
円
）
く
ら

い
が
予
想
さ
れ
る
。
　
（
粗
収
入
と
は
総

売
上
金
額
の
こ
と
で
自
家
用
も
含
む
）

そ
れ
で
は
た
っ
、
た
夫
婦
二
人
で
そ
れ
だ

け
の
作
付
が
出
来
る
か
ど
う
か
と
考
え

ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
耕

地
の
交
換
分
合
や
農
道
、
共
同
作
業
所

を
作
っ
て
作
業
の
省
力
化
す
る
一
方
耕

転
機
や
刈
取
の
機
械
が
必
要
な
わ
け
で

す
。

　
そ
れ
で
は
そ
う
い
う
二
町
五
反
を
経

営
出
来
る
人
は
好
い
と
し
て
も
、
そ
れ

に
達
し
な
い
人
達
は
一
体
ど
う
す
れ
ば

好
い
の
だ
ろ
う
か
？
と
い
う
疑
問
が
出

る
が
、
そ
れ
ら
の
人
達
は
農
業
の
収
入

だ
け
で
自
立
経
営
に
持
っ
て
行
く
こ
と

が
困
難
な
の
で
そ
の
不
足
分
を
他
か
ら

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
目
本
の

農
家
の
人
達
は
平
均
し
て
農
業
収
入
が

全
体
の
五
一
％
で
あ
る
。
国
で
は
「
幾

人
か
が
共
同
で
作
業
を
行
い
農
業
労
仇

力
を
減
ら
し
て
余
っ
た
労
彷
力
を
他
の

方
へ
持
っ
て
行
く
」
帥
ち
協
業
経
営
を

う
た
っ
て
い
る
。
所
が
、
私
達
の
町
で

果
し
て
他
に
好
い
収
入
の
道
が
あ
る
で

あ
ろ
う
か
？
、
こ
れ
が
松
代
町
で
の
農

業
構
造
改
善
の
一
番
む
つ
か
し
い
問
題

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
た
だ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
町

の
中
で
消
費
す
る
も
の
例
え
ば
牛
乳
、

果
物
、
野
菜
等
を
二
、
三
人
が
専
間
で

作
れ
ば
販
路
の
心
配
も
な
く
採
算
に
乗

る
の
じ
や
な
い
か
。
亦
一
部
で
行
わ
れ

て
い
る
十
日
町
の
出
機
、
こ
れ
な
ど
も

仕
く
み
に
つ
い
て

冬
季
の
輸
送
に
少
し
苦
労
が
あ
る
け
れ

ど
農
業
の
方
が
協
業
さ
れ
N
ば
年
間
を

通
し
て
作
業
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
又
、
松
之
山
温
泉
で
消
費
す
る

鯉
も
二
、
三
人
位
な
ら
販
路
の
心
配
は

な
か
ろ
う
と
思
う
。
一
人
で
掛
り
切
り

に
な
れ
る
な
ら
和
牛
の
多
頭
飼
育
も
可

能
に
な
る
。
或
は
他
の
業
者
と
の
労
彷

契
約
に
よ
る
収
入
の
路
も
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
は
み
な
各
農
家
が
個
々
に
よ
っ

て
違
う
の
で
そ
の
家
、
そ
の
家
で
考
え

指
導
者
と
相
談
し
て
決
め
て
行
く
よ
り

以
外
方
法
が
な
い
。

　
こ
の
間
県
か
ら
山
間
地
農
業
構
造
調

査
の
方
々
が
来
ら
れ
て

「
交
通
が
不
便
だ
か
ら
駄
目
だ
、
雪
が

　
降
る
か
ら
駄
目
だ
と
、
地
形
や
雪
に

　
責
任
を
な
す
り
つ
け
て
自
分
で
そ
の

　
壁
を
打
ち
破
ろ
う
と
す
る
努
力
が
な

　
さ
れ
て
い
な
い
…
…
」

と
き
め
つ
け
ら
れ
た
が
、
確
か
に
関
係

者
が
一
応
考
え
て
は
い
る
が
自
然
条
件

の
た
め
駄
目
だ
と
き
め
て
実
行
し
よ
う

と
す
る
努
力
を
し
な
か
っ
た
。

　
出
稼
の
間
題
も
そ
う
で
あ
る
。

年
間
千
五
百
人
を
越
す
人
達
が
出
て
い

る
の
だ
が
六
ケ
月
間
離
れ
離
れ
に
暮
す

出
稼
は
縮
命
で
あ
る
と
あ
き
ら
め
て
、

就
職
先
の
確
保
、
就
職
者
の
身
分
の
安

定
に
対
し
て
の
特
別
の
努
力
が
足
り
な

い
よ
う
に
思
う
。
半
年
間
家
族
と
別
れ

て
暮
す
職
業
は
こ
の
出
稼
に
限
ら
ず
、

船
乗
ヶ
、
行
商
、
単
身
赴
任
の
勤
人
等

全
国
に
そ
の
例
は
多
い
。
豪
雪
地
帯
の

．
宿
命
は
出
稼
で
あ
る
と
、
そ
の
現
実
に

ば
か
り
目
を
覆
っ
て
い
な
い
で
、
こ
れ

を
明
る
い
方
向
に
向
け
る
努
力
も
必
要

で
あ
る
。
例
え
ば
会
社
、
事
業
所
等
と

契
約
し
て
年
間
一
ケ
月
交
替
で
労
彷
者

を
送
る
と
か
、
就
職
先
の
要
請
に
応
じ

て
農
作
業
の
や
り
く
り
が
出
来
な
い
も

の
だ
ろ
う
か
。
工
夫
の
仕
方
で
半
年
を

一
ヶ
月
か
二
ヶ
月
づ
つ
に
区
切
る
こ
と

も
出
来
る
と
思
う
。

　
要
は
自
立
経
営
も
協
業
経
営
も
家
族

全
員
が
豊
か
に
暮
せ
る
こ
と
が
目
標
で

あ
っ
て
み
れ
ば
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
濃
さ
が
一
番
大
切
か
と
思
う
。
話
し

合
い
、
協
力
し
合
っ
て
身
近
か
に
出
来

る
も
の
か
ら
一
つ
一
つ
軌
道
に
の
せ
て

一
歩
で
も
、
一
年
で
も
早
く
そ
の
目
標

に
近
づ
け
た
い
。

松
代
町
松
代
が
（
上
町
か
ら
ド
町
ま
で
）

交
通
安
全
モ
デ
ル
路
線
に
県
舵
穫
た

　
　
交
通
事
故
を
絶
対
に
な
く
し
ま
し
よ
う

　
　
　
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
ω
歩
行
者
は
右
側
を
歩
く
こ
と
。

　
　
　
　
周
横
断
の
際
は
手
を
上
げ
て
合
図
を
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
⑥
横
断
歩
道
に
注
意
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
㈲
歩
行
者
は
横
断
歩
道
を
通
る
こ
と
。

　
　
　
　
㈲
幼
児
を
ひ
と
り
歩
ぎ
さ
せ
な
い
こ
と
。

　
　
　
　
㈲
連
れ
て
歩
く
と
ぎ
は
必
ず
手
を
引
い
て
歩
く
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
物
を
お
か
な
い
こ
と

　
道
路
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
車
．
バ
イ
ク
を
駐
車
し
な
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
町
運
転
者
協
会

．
！
『


